
小学校国語科・算数科授業づくり研修会
（小学校国語）

令和２年度

徳島県立総合教育センター 学校経営支援課 1 2

１ これまでの課題

２ 令和２年度全国学力・学習状況調査分析

３ 徳島県学力ステップアップテスト分析

４ 徳島県の課題をふまえた充実したい学習活動

５ 学習活動をより充実させる留意点

６ その他
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１ これまでの課題

２ 令和２年度全国学力・学習状況調査分析

３ 徳島県学力ステップアップテスト分析

４ 徳島県の課題をふまえた充実したい学習活動

５ 学習活動をより充実させる留意点

６ その他

番号 徳島 全国 比較

１一 71.0 71.2 -0.2

１二 64.1 63.4 +0.7

１四(1)ア 36.8 41.9 -5.1

１四(1)イ 66.8 69.4 -2.6

１四(1) ウ 31.9 35.6 -3.7

１四(2) 52.2 47.8 +4.4

２－ (1） 79.6 80.7 -1.1

２二 87.9 88.5 -0.6

３一 81.0 81.3 -0.3

３二 69.2 67.4 +1.8

３四 73.4 73.0 +0.4
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H3１全国学力調査（知識・活用に関する問題）

漢字「対象」「関心」
「限らず」を書く。



H3１全国学力調査（活用に関する問題）

番号 形式 徳島 全国 比較

１三 記述 26.9 28.8 -1.9

２－ (2） 記述 77.3 75.9 +1.4

３三 記述 70.3 68.2 +1.1

目的や意図に応
じ、複数資料を
関連づけて、自
分の考えの理由
を明確にし、まと
めて書く。
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平成３１年度全国学力・学習状況調査 課題

知識・活用に関する問題
▲漢字を書く。

活用に関する問題
▲目的や意図に応じて、複数資料を関連づけて、自

分の考えの理由を明確にし、まとめて書く。
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徳島県学力ステップアップテスト結果・分析 国語５年生 正答率（設問別）
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番

知 識 活 用

3 主語・述語照応
39.8%

２

15 複数の情報
の対比(相違
点) 13. 1 %

目的に応じて、考えの根拠や必
要な部分を見つけ、条件に即し
て記述
13心情の変化 17筆者の主張

22 %                    11 .5 % 

平成３１年度ステップアップテスト結果・分析 課題

知識に関する問題

▲配当学年学習漢字を書く（送り仮名を伴うもの） (4・代)(5・拾)

▲漢字の筆順「馬」(4)

▲ローマ字を書くこと(促音) (4)

▲中心語句や指示語を基に段落相互の関係を捉えること(4)

▲主語・述語の照応について理解すること(5)

▲メモの書き方の特徴を踏まえた適切な書き方を理解すること(5)

▲文章構成や表現の工夫を捉えること

▲話合いの方向性を理解し、提案すること(4)

▲話合いの流れを理解すること(5)
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平成３１年度ステップアップテスト結果・分析 課題

活用に関する問題

▲関係図のまとめ方を捉えながら、文章から大事な文や言葉を見
付けて書き抜くこと (短)

▲場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の気持ちの変化に
ついて、叙述を基に想像して読むこと(短)

▲複数の資料（情報）を比較すること
○各資料（情報）の関係を捉えること (選)
○内容において、共通点・相違点を捉えること (選)
○特徴において、共通点を捉えること (選)

▲（複数の）叙述から、考えの根拠となる叙述を抜き出すこと(記)
▲条件に即して、考えたことを書くこと（記）

○文中の叙述・記述を踏まえること
○示された書き出し・書き結びを使うこと

▲記述について、書き手の意図を読み取ること(選) 9

※ (選)択型、(短)文型、 (記)述型
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▲ 学年別配当漢字（熟語）を書くことについて(4)(5)
は正答率が高く、(6)の正答率は低い。

→文脈の中で問われ、意味を考慮し、同音異義語と

区別して回答することに課題。

徳島県学力ステップアップテスト（４年生・５年生）と

全国学力・学習状況調査（６年生）を重ねてみると

重点課題１

11 12

授業改善のポイント

▷文脈に沿って，正しい漢字を書くことができるようにする
○新出漢字を繰り返し練習するにとどまらず，自分が書いた文章を見

直す学習の中で，文脈に沿った正しい使い方を習得するようにする

○各学年の発達段階に応じた指導を工夫するようにする

・特に高学年では，熟語などの語句の使用が増加する時期でもあり

漢字のもつ意味を考えながら正しく使ったり，同音異義語を注意

して使ったりする習慣を付けるようにする

▷実際に使う場面（文章の中）で

正しく使うことを繰り返す
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徳島県学力ステップアップテスト（４年生・５年生）と

全国学力・学習状況調査（６年生）を重ねてみると

▲ 目的や意図に応じて、複数資料を理解したり関
連づけたりして、理由や根拠を明確にして、自分の
考えを書くことについては、(4)(5)(6) ともに課題で
ある。

重点課題２

14

１ これまでの課題

２ 令和２年度全国学力・学習状況調査分析

３ 徳島県学力ステップアップテスト分析

４ 徳島県の課題をふまえた充実したい学習活動

５ 学習活動をより充実させる留意点

６ その他
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1 事物のよさを調べ，自分の考えを発表する（インスタント食品）

16

○ 過去にも，「目的や意図に
応じて、複数資料を関連づけて，
自分の考えの理由を明確にし，ま
とめて書く」が問われているが・・・



17徳島２６．９％ 18

1 事物のよさを調べ，自分の考えを発表する（インスタント食品）

目
的
や
意
図
に
応
じ
、
取
材
内
容
を
基

に
し
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

趣
旨
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1 事物のよさを調べ，自分の考えを発表する（インスタント食品）

軽
く
て
持
ち
運
び
ら
が
楽

い
ろ
い
ろ
な
種
類

好
み
で
選
べ
る

調
理
が
簡
単
で
、
栄
養
価
や
味
や

か
お
り
が
よ
い
も
の
が
あ
る

一
人
分

作
り
す
ぎ
な
い

長
持
ち
が
で
き
買
い
置
き
が
で
き
る

「
簡
単
」
「
お
い
し
い
」
以
外
の
よ
さ
を

調
べ
よ
う
。

目

的

20

○演習１

次の解答はどこが間違っ
ていますか。また,どのよう
にご指導しますか。メモを
してみましょう。
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（
解
答
類
型
３
）

軽
く
て
持
ち
運
び
が
楽
で
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る

の
で
好
み
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
一
人
分
だ

け
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
作
り
す
ぎ
な
い
。

（
解
答
類
型
４
）

お
湯
を
そ
そ
ぐ
だ
け
で
ラ
ー
メ
ン
や
ス
ー
プ
な
ど
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
か
ん
単
な
の
に
、

と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

実
際
に
発
表
し
て
い
る
よ
う
な
言
葉
遣
い
で
書
い
て
い

な
い
。

メ
モ
③
ま
で
の
中
か
ら
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
よ
さ
を

取
り
上
げ
て
書
い
て
い
な
い
。

「
作
り
す
ぎ
な
い
」
な
ど
の
文
末
を
実
際
に
発
表
し
て

い
る
よ
う
な
言
葉
遣
い
で
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

青
木
さ
ん
の
目
的
は
、「
他
の
人
は
ど
の
よ
う
な
よ
さ

を
感
じ
て
い
る
の
か
」
知
り
た
い
の
で
し
た
ね
。
他
の
人

が
話
し
た
と
こ
ろ
か
ら
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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（
正
答
例
１
）

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る
の
で
好
み
に
合
わ
せ
て
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
や
、
一
人
分
だ
け
作
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
作
り
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
正
答
例
２
）

長
持
ち
す
る
の
で
買
い
置
き
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

買
い
物
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
や
、
き
ん
急
時

の
備
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
人
分

作
り
す
ぎ
な
い

長
持
ち
が
で
き
買
い
置
き
が
で
き
る

い
ろ
い
ろ
な
種
類

好
み
で
選
べ
る
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２ 提案する文章を書く。（わたしたちにできる「プラスチックの３R週間」）

24

２ 提案する文章を書く。（わたしたちにできる「プラスチックの３R週間」）

事
実
と
意
見
と
を
区
別
し
て
書
く
こ
と

が
で
き
る
か
を
み
る
。

趣
旨
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２ 提案する文章を書く。（わたしたちにできる「プラスチックの３R週間」）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
ず
っ
と
残

っ
て
し
ま
う
理
由
を
本
か
ら
取

り
上
げ
て
書
こ
う
。

目
的

26

２ 提案する文章を書く。（わたしたちにできる「プラスチックの３R週間」）

プラスチックの利点

プラスチックの多くは自然には分解されない

27

２ 提案する文章を書く。（わたしたちにできる「プラスチックの３R週間」）

けれども、「プラスチッ
クのひみつ 」という本によ
ると, プラスチックはほと
んどが石油から作られてい
るので,自然の中では分解さ
れずに,ずっと残ってしまう
そうです。

・出典を正しく
書く。

・文末表現に
注意する

28

２ 提案する文章を書く。（わたしたちにできる「プラスチックの３R週間」）

文
の
中
に
お
け
る
主
語
と
述
語
の
関
係

な
ど
に
注
意
し
て
、
文
章
を
正
し
く
書
く

こ
と
が
で
き
る
。

趣
旨



29

○演習２

このような文章を書いて
いる児童に，どのようように
ご指導されますか。メモをし
てみましょう。
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２ 提案する文章を書く。（わたしたちにできる「プラスチックの３R週間」）

・「大切なことは」と「行動することが大切だと思います」
が合っていない。
・「大切」という内容が二回出ている。

・「大切なことは」と「行動することが大切だと思います」
が合うように書くにはどうしたらよいだろう。

・「大切」という内容が重ならないようにするにはどうし
たらよいだろう。

31

文章の中における主語と述語の関係などに注意して，文を正
しく書くことに課題がある

授業改善のポイント

▷主語と述語の関係を理解できるようにする
①「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「どうする」

②「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「どんなだ」

③「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「なんだ」

▷書いた文章を読み返す習慣を付けるようにする
・一文一文を丁寧に読み返す，声出して読む

・主語と述語が照応関係となっていることが，伝えたいことを相手に正確

に伝える上で重要であることに気付くようにようにする

▷様々な学習場面で意識することができるようにする
・表現するときだけでなく，文章を読むときにも意識する

・手紙を書く，実用的な文章を書くなど，正しく書く必要性のある学習場

面を活用する 32

この文章を読んでみたら、線をひいたところ
が何かおかしいと思ったのだけど・・・・・・。

「大切なことは」と「行動することが大切だと思
います」が合ってないと思うわ。

「思います」が述語だから省略されている
「わたしは」が主語だね。「大切」が二度使わ
れて，重なってしまっているね。「大切なことは,
行動することだと思います。」にするといいね。

そうか、主語と述語の関係に気を付けて、同じ
内容が重ならないように書くと分かりやすいね。

文章を協同で批正する



主
語
・
述
語
の
関
係
を
捉
え
る

33

30年度問題（全国 Ａ ５ ）

推
敲
す
る

話
し
合
い
台
本
の
材
料

46

34

１ これまでの課題

２ 令和２年度全国学力・学習状況調査分析

３ 徳島県学力ステップアップテスト分析

４ 徳島県の課題をふまえた充実したい学習活動

５ 学習活動をより充実させる留意点

６ その他

35

○ 本年度の全国学力・学習
状況調査の調査問題の趣旨
を踏まえ、「授業改善」に
ついて、【充実させたい学
習活動】として提示すると
…

充実させたい学習活動

充実させたい学習活動 １
目的や意図に応じ、集めた情報を基にして、自分の意見と比

べる等して考えをまとめる学習活動
（話すこと・聞くこと を主に）

充実させたい学習活動 ２
目的や意図に応じ、理由を明確にして，自分の考えが相手に

伝わりやすいように工夫する学習活動（書くこと を主に）

充実させたい学習活動 ３
目的や意図に応じ、複数の叙述（情報）を関係付け、自分の

考えをまとめる学習活動（読むこと を主に）

36
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Ａ 目的に応じた質問をする。

・話の内容を確認する。

・相手から考えを引き出す。

Ｂ 自分の経験や考えと比較して、共通点や相違点

を整理したり、関連付けたりして聞く。

充実させたい学習活動

具体的には こんな場を重ねよう。

充実させたい学習活動 １
目的や意図に応じ、集めた情報を基にして、自分の意見と比

べる等して考えをまとめる学習活動
（話すこと・聞くこと を主に）

38

○ 授業アイデア集

「考えを『まとめる』」た
めに、次のようなステップを
踏むことが提案されている。

39

第一次 ①自分の学校のプロフェッショナルを紹介し
合うという課題を設定し、紹介したい人
物を選ぶ。

第二次 ②インタビューの目的を明確にし、聞き出した
い内容を整理する。

③インタビューのモデルを基に質問の仕方につ
いて話し合ったり、質問に対する回答を予想
したりする。

④インタビューをする。
⑤インタビューで得た情報を整理し、自分の考

えをまとめる。
第三次 ⑥⑦集めた情報をまとめて紹介し合い、単元の

学習を振り返る。 40

だだれに、何のためにインタビューをするのですか？

だ自分の学校のプロフェッショナルをしょうかいするた
めに，調理員さんにインタビューをしたいと思います。

だ具体的にどんな質問をしようと考えていますか。

「仕事のやりがい」と「献立を立てる時のプロとしてのこ
だわり」について質問したいと思います。

目的に応じた質問をする



41 42

43

①
取
材
の
進
め
方
や
メ
モ
の
取
り
方
の
工
夫

《
活
用
例
１
》

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（観
察
）

・
話
し
合
い
の
映
像
を
見
る
。

・
話
し
合
い
の
際
、
第
三
者
（観
察
者
）に
な
る
。

《
活
用
例
２
》

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
仮
の
話
し
合
い
）

・
話
し
合
い
の
台
本
を
つ
く
り
、
体
験
す
る
。

タブレット端末を使い，練習の時
に録画してモニタリングする。また
は，本番時に録画して評価に活用
する。

授業づくりのポイント《実践例１》

44

Ｃ 目的や意図に応じて、必要な情報を整理する。

Ｄ 相手に分かりやすく伝えるために、様々な記述

の仕方を体験する。

充実させたい学習活動

具体的には こんな場を重ねよう。

充実させたい学習活動 ２
目的や意図に応じ、理由を明確にして，自分の考えが相手に

伝わりやすいように工夫する学習活動（書くこと を主に）
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○ 「目的」「意図」が、今
まで以上に重視される。

主体性を強める・高める鍵

46

Ｅ 複数の文や文章などを比べて読む。

Ｆ 内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読

む。

充実させたい学習活動 ３
目的や意図に応じ、複数の叙述（情報）を関係付け、自分の

考えをまとめる学習活動（読むこと を主に）

具体的に こんな場を重ねよう。

充実させたい学習活動

１

い
く
つ
か
の
視
点
を
手
が
か
り
に
、
心
に

響
く
文
を
複
数
見
付
け
さ
せ
る
。

・
登
場
人
物
の
行
動
、
会
話
、
心
情
、
相
互
関
係

・
描
写
（人
物
の
描
か
れ
方
・情
景
描
写
）、
構
成
の
工
夫
、
表

現
の
特
徴

＊
情
景
描
写
か
ら
、
暗
示
性
の
高
い
表
現
か
ら
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
捉
え
る
。
登
場
人
物
の
心
情
を
想
像
す
る
。

＊
象
徴
性
や
暗
示
性

２

そ
の
文
章
を
比
較
し
た
り
、
関
係
付
け

た
り
す
る
中
で
、
根
拠
を
明
確
に
さ
せ
る
。

○
全
文
シ
ー
ト
を
活
用

・場
面
と
場
面
を
関
係
付
け
、
複
数
の
叙
述

を
矢
印
で
結
ぶ
。

・ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
を
書
き
込
む
。

◇
「
わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様
」(

光)

◇
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
」(

東
）

47

授業づくりのポイント《実践例２》

①

複
数
の
文
や
文
章
な
ど
を
比
べ

て
読
む
。

48

授業づくりのポイント《実践例３》

「物語の魅力を紹介カードで伝え合おう」大造じいさんとがん



49

①

複
数
の
文
や
文
章
な
ど
を
比
べ

て
読
む
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
調

べ
た
感
想
を
書
く
た
め
に
は
、
ど
の
資
料

を
も
と
に
考
え
る
と
よ
い
か
。

②

内
容
を
的
確
に
押
さ
え
、
自
分
の

考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
む
。

×
×

さ
ん
が
、
調
べ
た
こ
と
を
も
と
に

感
想
を
書
く
こ
と
。

《
条
件
》

・
「
み
ん
な
」
・
「
安
心
」
の
両
方
の
言

葉
を
使
っ
て
書
く
こ
と
。

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
資
料
に
お
け
る
事

例
と
関
連
付
け
、
考
え
た
こ
と
を
条
件
に
即

し
て
書
く
。

令和２年度ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾃｽﾄ

50

1 事物のよさを調べ，自分の考えを発表する（インスタント食品）

軽
く
て
持
ち
運
び
ら
が
楽

い
ろ
い
ろ
な
種
類

好
み
で
選
べ
る

調
理
が
簡
単
で
、
栄
養
価
や
味
や

か
お
り
が
よ
い
も
の
が
あ
る

一
人
分

作
り
す
ぎ
な
い

長
持
ち
が
で
き
買
い
置
き
が
で
き
る

51

①

複
数
の
文
や
文
章
な
ど
を
比
べ

て
読
む
。

「
簡
単
」
「
お
い
し
い
」
以
外
の
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
の
よ
さ
に
つ
い
て
話
す
た

め
に
は
、
ど
の
意
見
を
も
と
に
考
え
る
と

よ
い
か
。

②

内
容
を
的
確
に
押
さ
え
、
自
分
の

考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
む
。

×
×

さ
ん
が
、
取
材
を
通
し
て
分
か
っ

た
こ
と
を
も
と
に
し
て
書
く
こ
と
。

《
条
件
》

・
実
際
に
発
表
し
て
い
る
よ
う
に
書
く
。

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
取
材
に
お
け
る
事

例
と
関
連
付
け
、
分
か
っ
た
こ
と
を
条
件
に

即
し
て
書
く
。

令和２年度ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾃｽﾄ

52

キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
短
い
言
葉
に
要
約
す
る
。



☆

単
元
「
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
え
よ
う
」

文
章
の
構
成
や
表
現
の
工
夫
に
目
を

向
け
、
意
見
文
を
書
く
。

○

集
め
た
情
報
の
分
類
・
整
理

・
共
通
点
と
相
違
点

○

複
数
の
表
現
を
読
み
比
べ
、
そ

の
効
果
を
吟
味

・
事
例
と
す
る
情
報
の
選
択

・
効
果
的
な
事
例
の
順
番

・
効
果
的
な
言
葉
や
表
現

等

【
学
習
材
】

◇
「
テ
レ
ビ
と
の
付
き
合
い
方
」(

東)

◇
「
想
像
力
の
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
よ
う
」(

光)

53

授業づくりのポイント《実践例４》

①

複
数
の
文
や
文
章
な
ど
を
比
べ

て
読
む
。
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１ これまでの課題

２ 令和２年度全国学力・学習状況調査分析

３ 徳島県学力ステップアップテスト分析

４ 徳島県の課題をふまえた充実したい学習活動

５ 学習活動をより充実させる留意点

６ その他

展開

目的に応じた教材文の読み

教材文で取り組む中でゴー
ルを常に意識させて

④ 着眼点を理解する。
⑤ 書き方を学び、慣れる。
⑥ 言葉や表現を学ぶ。

（モデル学習）

導入

課題意識

★ 関心を育てる。

発展

ゴール

① 自動車図鑑を作成
する。

② どのように表現する
かを知る。

⑦ ④・⑤・⑥を生かし
て、個別に取り組む。
（個別・発展学習）

並 行 読 書 等

例 じどうしゃずかんを作ろう （１年）

55

文章の扱い方
例 展開順に、「区切って」読み進めていく。

観点ごとに、毎時「全文を対象に」読み進めていく。

反復

③ ①・②に示
したゴールを
理解し、学習
の見通しをも
つ。（例 学
習の流れ等）

（総合教育センターにおける研修資料）

留意点《Ⅰ 単元の構成の工夫》

56

他にも

○ 音読タイムに

○ 速読に

○ 言葉の意味調べに

○ 類義語探しに

○ 対義語探しに

○ 視写に

○ 文末表現の意識

づけに

留意点《Ⅱ モデルの提示》 ＣＤ版学習ガイドを用いて



学びの楽しさ
わかる喜びを実感

国語の学習が好き！
自信 意欲

振り返る観点を示す！
・こんなことができる
ようになったよ。

・このことが大事だと
わかったよ。

・今度はこうしたい。等

活用の場を位置付ける！
教科書を使って学習したこと
を自分が選んだ物語を読む
ときに生かそう。使ってみた
い読みことの「コツ」は？使
えた読むことのポイントは？

交
流
活
動
を
充
実

さ
せ
る
！

57（総合教育センターにおける研修資料）

付けたい力を、子供の言葉で言ってみる。

どのような力が付いたのか、子供自身が自覚できる活動を
位置付ける。

留意点《Ⅲ振り返りの充実》

58

振り返りでは、学習内容を振り返ったり、友達のよ
さを振り返ったり、自分の成長を振り返ったりする。

■ 自分の成長を具体的に言えるように

■ 友達の大切な考えを具体的に言えるように

新しいことがたくさん
分かりました。

最初は…だったけれど、
…ということが分かりま
した。

○○さんの考えがよか
ったです。

○○さんの…な考えがよ
かったです。

（中田祐二「小学校 新学習指導要領 ポイント整理 国語」P.63）

（総合教育センターにおける研修資料）

留意点《Ⅲ振り返りの充実》

59

■ 考えた結果だけではなく、考え方が言える
ように

（中田祐二「小学校 新学習指導要領 ポイント整理 国語」P.63）

…ということが分かり
ました。

…というふうに考えてみ
ると、…ということが分
かりました。

（前略）学びを具体的に振り返ったり、考え方を自
覚したりする反応が出るように、学びの過程を充実
させていきたい。

（総合教育センターにおける研修資料）

留意点《Ⅲ振り返りの充実》

60

○ 選択肢を示す
自己の思いや考えに沿うものに印をつける

○ 書き出しを示す
その言葉・表現に続いて書く

○ 観点を示す
※ どの場合も必ず自由記述の欄を設定。

◆ 回収して評価する。丸や線付け。
◆ 全体に紹介する。
◆ 印刷して配布する。
◆ 次時の導入で発表を求める。 等

（総合教育センターにおける研修資料）

留意点《Ⅲ振り返りの充実》
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１ これまでの課題

２ 令和２年度全国学力・学習状況調査分析

３ 徳島県学力ステップアップテスト分析

４ 徳島県の課題をふまえた充実したい学習活動

５ 学習活動をより充実させる留意点

６ その他

国語科「令和２年度の重点」授業構想シート

①付けたい力の明確化

②付けたい力に最適な言語活動

③学習指導過程の工夫

④具体的な指導・支援

⑥身に付けた力の自覚化

⑤言葉による見方・考え方

国語科「令和２年度の重点」授業改善シート
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